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転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
(1)  本標準は、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）において承認されたＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｇ．９６０に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
(1)  本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対して、以下の項目を修正している。 

(a)  5.4.1 i) DS1. X 及び A.3.1 i) ET1. X 

上記(a)内の引用文献が「図１／Ｉ．４１４」となっているのが、明らかに誤記と思われるため、

「図１／Ｉ．４１１」と修正した。 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 平成  ２年１１月２８日 制  定 

第２版 平成  ５年１１月２６日 改  定 

第２．１版 平成  ６年１１月２４日 付表５－２、付表－２、および T 点 

  インタフェースの表現の適正化 

 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 
(1)  以下の項目は本標準の継続検討課題である。 

(a)  ループバックに関する機能をサポートする状態（ＤＳ2.Ｘ）の定義（5.4.1.1 節） 

(b)  起動時間の試験条件（5.5 節） 

(c)  補助線路接続切替機能の定義、制御オプション及び手順（6.2.2 節） 

(d)  ＮＴ１内機能の制御（6.2.3 節） 

(e)  システム対応の状態表示機能（6.3.6 節） 

(f)  ＥＴレイヤ１状態マシン内のループバックに関する状態遷移の定義（付表Ａ－２、Ｂ－２） 

 

(2)  参照している勧告・標準等 

ＴＴＣ標準： ＪＴ－Ｉ４１１、ＪＴ－Ｉ４３０、ＪＴ－Ｑ９２０、 

ＪＴ－Ｑ９２１、ＪＴ－Ｇ９６１ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｇ．９６０、Ｑ．５１２、Ｑ．９４０、Ｉ．６０３、Ｇ．８２１、 

Ｇ．８０１、Ｉ．３５０、Ｇ．１１４、Ｉ．１１２、Ｉ．４１２、 

Ｉ．４３０、Ｇ．７０１ 
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１．概　要

1.1　範　囲

本標準は、標準化された２Ｂ＋Ｄのチャネル構成とそれに要求される付加機能を提供するユーザ・網イ

ンタフェース（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１で定義された参照点Ｔ）と加入者線交換機（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．

５１２で定義された参照点Ｖ１）間のＩＳＤＮ基本アクセスのアクセスディジタルセクション特性を示し

ている。

本標準では、特に断らない限り、機能群ＴＥ１、ＴＡ及びＮＴ２のレイヤ１終端側面を示すのに「Ｔ

Ｅ」なる語を用いる。

「ＴＥ」なる語が、ＴＥ１のレイヤ１終端側面を示すときは、図２－１／ＪＴ－Ｉ４１１に従って、参

照点ＳとＴは一致する。

本標準に使用される用語はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２、Ｇ．７０１及び付録１に記載されている。

1.2　構　成

図１－１／ＪＴ－Ｇ９６０は、ディジタルシステムの定義に関連して、アクセスディジタルセクション

の領域を示している。

注１　ディジタル伝送システムは、メタリックライン、光ファイバあるいは無線システムを用いたライ

ンシステムに適用される。

注２　ＮＴ１及びＬＴのライントランシーバは、ディジタル伝送システムの一部である。

図１－１／ＪＴ－Ｇ９６０　アクセスディジタルセクションと伝送システムの領域

(ITU-T G.960)

アクセスディジタルセクションの概念は、網が必要とする機能的、手順的表現及び定義を与えるために

使われている。

参照点ＴとＶ１は同一ではないこと、したがってアクセスディジタルセクションは対称ではないことに

注意すべきである。

ディジタル伝送システムの概念は、特定の媒体を用いてアクセスディジタルセクションを提供するため

の実現特性を示すのに使われる。

注　参照点Ｔ及びＶはそれぞれＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．５１２に定義されてい

る。

ＴＥ ＥＴＮＴ１ ＬＴ

　Ｔ

参照点

　Ｖ１

参照点

ディジタル伝送システム

（注）

アクセスディジタルセクション

ＥＴ：回線接続

ＬＴ：伝送路終端

ＮＴ：網終端

ＴＥ：端末装置
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1.3　適　用

基本アクセスディジタルセクションは、図１－２／ＪＴ－Ｇ９６０に示すように以下のように適用され

る。

－加入者線交換機への直接アクセス（参照点Ｖ１）

－基本アクセス用多重化装置（Ｖ４インタフェース）を介した加入者線交換機へのアクセス

－基本アクセス用集線装置（Ｖ２インタフェース）を介した加入者線交換機へのアクセス

1.4　略　語

本標準では多くの略語が用いられているが、それらはＩＳＤＮ参照構成で共通的に用いられるものもあ

り、本標準独自のものもある。本標準独自のものを以下に示す。

ＣＶ１ ：　参照点Ｖ１での制御チャネル

ＤＳ ：　アクセスディジタルセクション

ＦＥ ：　ＥＴとＬＴ間で用いられる機能要素

ＩＮＦＯ ：　ユーザ・網インタフェースで定義された情報要素

ＳＩＧ ：　ＬＴとＮＴ１間の信号

ＤＴＳ ：　ディジタル伝送システム
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注１　ＬＴはＥＴと一体かあるいは別々かもしれない（加入者線交換機と一体かあるいは加入者線交換機の外部）。

注２　メタリックラインのディジタル伝送システムを用いたアクセスディジタルセクションは、１つの中継器が導入されるかもしれない。

注３　ローカル接続とリモート接続が考えられる。リモート接続の場合、リモート側の多重化装置あるいは集線装置と加入者線交換機間にトランスペアレント・リンクが用

いられる。

図１－２／ＪＴ－Ｇ９６０　アクセスディジタルセクションの適用

(ITU-T G.960)

V１ T

V１T

V4

アクセスディジタルセクション

多重化装置

アクセスディジタルセクション

V１T

V２集線装置

アクセスディジタルセクション

ＴＥ

ＥＴ

ＮＴ１ ＬＴ

ＴＥ ＥＴＮＴ１ ＬＴ

ＴＥ

ＥＴ

ＮＴ１ ＬＴ

加入者線交換機(注 1)

(注３)

(注３)

(注 2)

(注 2)

（注 2）
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２．アクセスディジタルセクションとＥＴ間のモデル化および関係

図２－１／ＪＴ－Ｇ９６０に示した一般モデルは、全ＩＳＤＮのユーザアクセスレイヤ１とその関連エ

ンティティを表しており、アクセスディジタルセクションで実行される機能及びＴＥ，ＥＴそしてシステ

ムマネジメントで実行される機能及びいろいろな機能がどのようにグループ化されているかを示す基と

なっている。

特に、このモデルに従って、標準に規定されている起動／停止手順及び保守機能はアクセスディジタル

セクションで実行される機能だけでなくＥＴレイヤ１に関する機能も含んでいる。

このモデルは、以下のようにＥＴレイヤ１，ＥＴレイヤ２及びシステムマネジメント間のプリミティブ

手順を含んでいる。

（ⅰ）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に定義されているようなそれぞれＰＨとＭＰＨプリミティブを基にした

ＥＴレイヤ１とＥＴレイヤ２間及びＥＴレイヤ１とシステムマネジメント間の相互作用（ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｉ４３０とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２０／ＪＴ－Ｑ９２１間）。

これらの相互作用はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２０とＪＴ－Ｑ９２１に規定されている機能を提供する

ためのものである。

（ⅱ）ＭＰＨプリミティブを基にしたアクセスディジタルセクションに関する機能を提供するためのＥＴ

レイヤ１とシステムマネジメント

このモデルで定義するプリミティブ手順は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０のＴＥのプリミティブ手順と矛

盾しない。

このモデルは、ＬＴとＮＴ１間のレイヤ１配置を拘束しない（図１－２／ＪＴ－Ｇ９６０に示されるよ

うにリモートアクセスにも適用される）。またディジタル伝送システム技術を拘束しない。
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V

注１　ディジタル伝送システムはメタリックライン、光ファイバあるいは無線システムを用いたディジタルライン伝送システムに適用される。

注２　ＳＩＧ、ＦＥ及びプリミティブは情報の交換に適用される。それらは特殊なコーディングも実現性も制約しない。

これらの機能のいくつかは、ＬＴ内で終端され、ディジタル伝送システムを通らないかもしれない。

注３　システムマネジメントなる用語は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９４０に定義されたシステムマネジメントにもレイヤマネジメントにも対応する。

図２－１／ＪＴ－Ｇ９６０　ＩＳＤＮユーザアクセスレイヤ１と関連エンティティの一般モデル

(ITU-T G.960)
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３．機　能

図３－１／ＪＴ－Ｇ９６０は基本アクセスディジタルセクションで提供されなければならない機能を示

している。

注１　これらの機能は参照点Ｖ１において、ＣＶ１チャネルで運ばれる。

注２　本機能はオプションである。

注３　起動／停止機能はアクセスディジタルセクションとユーザ・網インタフェースの運用に関係する

が、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０との一貫性からこれらは分離した機能で示している。

図３－１／ＪＴ－Ｇ９６０　アクセスディジタルセクションの機能

(ITU-T G.960)

3.1　Ｂチャネル

本機能は、各伝送方向に対し、（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１で定義された）Ｂチャネルとして使用する

２つの独立した６４kbit/s のチャネルを提供する。

3.2　Ｄチャネル

本機能は、各伝送方向に対し、（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１で定義された）１６kbit/s の１つのＤチャ

ネルを提供する。

3.3　ビットタイミング

本機能は、受信装置が集合ビットストリームから情報を再生可能となるようにビット（信号要素）タイ

ミングを提供する。参照点Ｖ１では、ビットタイミング機能は送信データおよび受信データ双方のために

用いられる。

２Ｂチャネル

Ｄ  チャネル

ビットタイミング

オクテットタイミング

運用保守

参照点Ｖ１参照点Ｔ アクセスディジタルセクション

（注３）

起　　動 （注３）

停　　止

給　　電 （注２）

（注１）

（注１）

（注１）
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3.4　オクテットタイミング

本機能は、Ｂチャネルの８kHz オクテットタイミングを提供する。

3.5　起　動

3.5.1　ＥＴからの起動

本機能はアクセスディジタルセクションの機能をノーマル運用モードにし、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０

に従って参照点Ｔでインタフェースの起動を行う。それには以下を考慮する。

－パワーダウンモード

－初期電源起動

－障害状態

手順及び情報の交換は本標準の５章に示される。

起動は、参照点Ｔに宅内機器が接続されていない場合であっても、アクセスディジタルセクションで実

行される保守動作を可能とする状態にしなければならない。

メタリックラインのディジタル伝送システムを利用する基本アクセスディジタルセクションでは、もう

一つの運用モードが起動／停止に加えられる。それはアクセスディジタルセクションのみの起動／停止で

あり（アクセスディジタルセクションの部分的起動。即ち、参照点Ｔインタフェースは停止状態であるが、

ＮＴ１はユーザ側から起動のための信号を受信する能力を有する。）、オプションである。

3.5.2　ＴＥからの起動要求

本機能は、アクセスディジタルセクションと、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に従った参照点Ｔでのインタ

フェースの起動を提供する。

これらの機能はＣＶ１チャネルで運ばれる。（７章参照）

3.6　停　止

本機能は、参照点Ｔでのインタフェースとアクセスディジタルセクションを低消費電力モードにするこ

とを許可している。この手順及び情報の交換は、本標準の５章に示される。

停止は、ＥＴ（回線接続）によってのみ行われるべきである。

本機能はＣＶ１チャネルで運ばれる。（７章参照）

3.7　給　電

本機能はＮＴ１への遠隔給電及びＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０の９章に従ったユーザ・網インタフェース

を介したＴＥへの給電を提供する。

3.8　運用保守

本機能は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０３に定義されているようなＥＴにより制御されるアクセスディジタ

ルセクションの運用保守のために要求される動作と情報を提供する。

以下の４つの機能に分類される。

－ＬＴ、中継器あるいはＮＴ１に関するコマンド

－ＬＴ、中継器あるいはＮＴ１からの情報

－障害状態の表示

－アクセスディジタルセクションの給電の制御

これらの機能は、ＣＶ１チャネルで運ばれる。（７章参照）
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４．網特性

4.1　アベイラビリティ

アベイラビリティの定義はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２１の付属資料Ａに示されている。アクセスディジタ

ルセクションのアベイラビリティ目標は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８０１とＩ．３５０に示されている仮想参

照アクセスディジタルセクションのアベイラビリティ要求に一致させるべきである。

4.2　信号伝搬遅延

信号伝搬遅延はＢチャネルとＤチャネルに対して規定されており、又、各伝送方向に対する参照点Ｔと

Ｖ１間の絶対信号遅延として定義される。その値は、メタリック、光ファイバあるいは無線システムを使

用している時に２ｍｓ以下でなければならない。

アクセスディジタルセクションでの衛星システムの適用も可能である。しかし、音声サービスについて

は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．１１４が以下の条件が満たされるまで衛星システムの適用を制限するかもしれな

い。それは、衛星２中継を生じない制御手法及びエコー制御デバイスの切り替え手法である。これらの手

法については、本標準の範囲外である。

4.3　エラーパフォーマンス

エラーパフォーマンスは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２１の要求と一致しなければならない。

4.4　ジッタ

4.4.1　参照点Ｔの出力／入力ジッタ

本要求はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０の８章に規定されている。

4.4.2　参照点Ｖ１のジッタ

ＬＴに提供される参照点Ｖ１でのタイミング信号のジッタ値は、ＬＴ内でジッタ抑圧を必要としない値

に制限されるべきである。

参照点Ｖ１のタイミング規定が、ＥＴからＬＥ方向にのみ定義されたためＬＴからの参照点Ｖ１でのジッ

タ規定は必要でない。

ここに規定される以上のジッタ規定は、ディジタル伝送システムに依存して異なり、本標準の範囲外で

ある。なお、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６１に規定されている。
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５．起動／停止

5.1　機能的能力

アクセスディジタルセクションは、次に示す機能的能力を可能にするためのレイヤ１シグナリング能力

および必要な手順を提供する。

5.1.1　参照点Ｔのユーザ側の宅内機器から参照点Ｔにおけるユーザ・網インタフェースのレイヤ１を起動

する。もしアクセスディジタルセクションが起動状態でないならば、アクセスディジタルセクションを起

動する。

5.1.2　参照点Ｖ１の網側設備からの起動／停止

(1)　起　動

(a) 　ユーザ・網インタフェースの参照点Ｔのレイヤ１および、もしアクセスディジタルセクション

が起動状態でないならば、アクセスディジタルセクション（この起動は呼制御に関係する）を起

動する。

(b) 　アクセスディジタルセクション部分的起動（この起動はアクセスの構成制御に関係する；網の

オプションである）を起動する。

(2)　停　止

(a) 　ユーザ・網インタフェースの参照点Ｔのレイヤ１およびアクセスディジタルセクションを停止

する。

(b) 　ユーザ・網インタフェースの参照点Ｔのレイヤ１のみを停止する。

5.1.2 節 (1) (b)で定義される機能的能力は、もし要求があればアクセスディジタルセクション内で、停

止状態のユーザ・網インタフェースの参照点Ｔに影響を与えない保守動作を許容する。このアプリケー

ションでは、ユーザ・網インタフェースの参照点Ｔが停止状態のままで、すべての情報転送能力が利用可

能なモードにアクセスディジタルセクションを設定することを許している。

ユーザ・網インタフェースの参照点Ｔのレイヤ１の起動／停止手順はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０　6.2

節に準拠する。これらの手順はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０（表６－１／ＪＴ－Ｉ４３０）に定義されてい

るＩＮＦＯ信号に基づく。

参照点Ｖ１　の手順は、機能要素（ＦＥ）に基づく。これらＦＥはＥＴレイヤ１とＥＴレイヤ２間のプリ

ミティブに対して特別な関係を持っている。またＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０の 6.2 節、ＪＴ－Ｑ９２０お

よびＪＴ－Ｑ９２１に準拠するユーザ・網インタフェースレイヤ１の起動／停止のためのシステムマネジ

メントとＥＴレイヤ１間のプリミティブに対して特別な関係を持っている。これらの相互作用を定義する

ための方法はＰＨ－およびＭＰＨ－プリミティブに基づくプリミティブ手順である（図６－２／ＪＴ－Ｉ

４３０）。

5.2　モデル

5.2.1　概　要

起動／停止手順のモデルは２章で与えられる。

起動／停止は、加入者交換機と加入者設備の間における手順であり、両端において適切な機能が要求さ

れる。２章に記述されているモデルは、起動／停止に関連した機能ブロックを含み、かつ起動／停止手順

に関係したプリミティブを表現している。
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5.2.2　機能分割

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０は、参照点Ｔにおけるレイヤ１の起動／停止手順およびＥＴレイヤ１／ＥＴ

レイヤ２の境界およびＥＴレイヤ１／システムマネジメント境界のプリミティブ手順をサポートする１つ

の機能ブロックとしてユーザ・網インタフェースの参照点Ｔの網側を定義する。このブロックは、機能グ

ループＮＴ１、ＬＴおよびＥＴレイヤ１を含む。

この概念は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０の中でＧ状態マシンと呼ばれ、状態マシンの用語の中で規定さ

れる。

ユーザ・網インタフェースの参照点Ｔの信号と参照点Ｖ１の機能要素との関係および参照点Ｖ１の機能要

素とプリミティブとの関係を規定するために、２つの状態マシンが定義される。１つはアクセスディジタ

ルセクション（ＤＳ状態マシン）であり、もう１つは参照点Ｖ１の網側（ＥＴレイヤ１状態マシン）であ

る。図５－１／ＪＴ－Ｇ９６０はこの関係を説明している。

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０およびＪＴ－Ｑ９２１で定義される呼制御に関係するプリミティブに加えて、

図５－１／ＪＴ－Ｇ９６０はループバック制御、構成制御に関係する新しいプリミティブを導入している。

簡単で正確な記述のために２つの状態マシン間の起動／停止手順を分割する。ＥＴレイヤ１状態マシンは

特別な実行を意味するものではなく、概念的なものである。

２章で示している起動／停止のモデルは、さらにＤＳ状態マシンをＮＴ１状態マシン（ＮＴ－状態）と

ＬＴ状態マシン（ＬＴ－状態）に分割する事が必要である。

これを、図５－２／ＪＴ－Ｇ９６０に示している。

ＮＴ１状態マシンはＩＮＦＯに基づくＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０準拠のユーザ・網インタフェース手順

をサポートする。また、ディジタル伝送システムによってサポートされなければならない信号（ＳＩＧ）

を用いてＬＴ状態マシンと相互に作用する。ＬＴ状態マシンは機能要素（ＦＥ）によりＥＴレイヤ１状態

マシンと相互に作用する。ＥＴレイヤ１状態マシンは、アクセスディジタルセクションおよび参照点Ｔの

インタフェースの状態を加入者交換機側から見て表現した状態を含んでいる。ＥＴレイヤ１状態マシンは

アクセスディジタルセクションに関係する機能をサポートするために付加されたプリミティブ手順やシス

テムマネジメントおよびＥＴレイヤ２へのサービスを提供するためにすでに定義されたＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｉ４３０に準拠した、プリミティブ手順をサポートする。

この図は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６１で与えられた伝送システムの記述のために情報を提供する。

5.2.3　タイマＴ１およびＴ２の位置

ＤＳおよびＥＴレイヤ１状態マシンに関する次の記述において、タイマＴ２はアクセスディジタルセク

ション（ＤＳ状態マシン）と関係づけられ、タイマＴ１はＥＴレイヤ１（ＥＴレイヤ１状態マシン）と関

係づけられる。

ＥＴレイヤ１とタイマＴ１との関係づけは記述を容易にするためのものであり、ＥＴ内のどの機能部分

で実行されてもよい。タイマＴ２がアクセスディジタルセクションのどの位置にあってもＤＳ状態マシン

の記述には影響を与えない。
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図５－１／ＪＴ－Ｇ９６０　状態マシン

(ITU-T G.960)
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図５－２／ＪＴ－Ｇ９６０　ＤＳ状態マシンの分割

(ITU-T G.960)
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5.3　起動／停止手順

この手順はユーザ・網インタフェースの参照点Ｔの起動／停止を可能にする。停止は、網側によっての

み発動されるが、起動はどちらの側から発動されてもよい。全体の起動／停止手順は次の４クラスに分け

ることができる。

(a)　ユーザ・網インタフェースの参照点Ｔのレイヤ１の起動のため、およびもしアクセスディジタルセ

クションが起動されていないならば、アクセスディジタルセクションの起動のために使用される呼

制御の基本的手順

(b)　ループバック制御のための手順

(c)　構成制御のための手順

(d)　ディジタルセクションの部分的起動／停止をするためのオプション手順

（付属資料Ｂ／ＪＴ－Ｇ９６０を参照のこと）

5.3.1　手順の基本的特性

5.3.1.1　優　先

優先は同時に発動された起動／停止発動の間の競合防止に適用される。

もしレイヤ２およびシステムマネジメントから相反する起動／停止要求が出され競合が起こったならば、

それは、ＥＴレイヤ１状態マシンで解決される。ＥＴレイヤ１状態マシンは調停済みの機能要素（ＦＥ）

を参照点Ｖ１へ送出する。表Ａ－１／ＪＴ－Ｇ９６０はＥＴレイヤ１状態マシンの優先順位を示している。

もしＥＴ側およびユーザ側からの相反する起動／停止要求で競合が起こったならば、それはＤＳ状態マ

シンで解決される。表５－１／ＪＴ－Ｇ９６０はＤＳ状態マシンの優先順位を示している。
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表５－１／ＪＴ－Ｇ９６０　ＤＳ状態マシンの要求優先順位

（ITU-T G.960)

要　求　の　タ　イ　プ 優　先　順　位

 ＥＴ側からの呼制御起動要求

 ユーザ側からの呼制御起動要求

 ＥＴ側からのアクセスディジタルセクション部分的の起動／停止要求

２（高位）

１

０（低位）

5.3.1.2　システムマネジメント

システムマネジメントに関係するいくつかの付帯条件が付属資料Ａに示される。

5.3.1.3　ループバック

透過型ループバック２が適用される時、ＮＴ１は２進「０」をＤエコーチャネルにセットするとともに、

ユーザへＩＮＦＯ４フレームを送信する。

透過型ループバック１の場合、ＮＴ１は（ユーザ・網インタフェースの参照点Ｔを起動できる場合）２

進「０」をＤエコーチャネルにセットするか通常の動作状態で、ユーザ側へＩＮＦＯ４フレームを送信す

る。

5.3.1.4　レイヤ２フレームの保護

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０　6.2.6.1 節に従えば、ＴＥはＩＮＦＯ２受信時、同期確立のために１００ｍ

ｓまでかかってもよいが、最小時間については定義されていない。

複数のＴＥが配置してある場合、ＩＮＦＯ２受信時、各々のＴＥが同期確立に要する時間が異なるため、

入力呼に対する応答時間が異なる。応答の早いＴＥは、他のＴＥがメッセージ受信準備ができていない間

にアクセスが起動され入力呼に対する応答メッセージ（ＳＥＴＵＰ）が送信されうること（ＴＥのメッ

セージ受信準備ができた）を網側へ通知する。

このことは、応答の遅いＴＥは入力メッセージ（レイヤ２フレーム）のすべてあるいは一部を受け取れ

ないということである。

参考として表５－２／ＪＴ－Ｇ９６０注５及びＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０表６－３注４があり、レイヤ

２フレーム保護のためのレイヤ１に関する情報を見ることができる。

5.3.1.5　状態遷移表の構成

ＤＳ状態遷移表とＥＴレイヤ１状態遷移表は 5.3 節の序文において記述した４クラスの起動／停止手順

に従い、明確に分けられた構成になっている（クラスａ、ｃは複合形になっている）。これは基本手順と

構成制御のみの装置化を可能にする。

5.3.1.6　ＩＮＦＯ２の送信

以下の手順においては、ＩＮＦＯ２の送信開始にあたり、２つの異なった内部事象がアクセスディジタ

ルセクションにおいて考えられる。

(a)　送信システムはＬＴからＮＴ１への方向で同期確立される。

(b) 送信システムは双方向伝送（表５－２／ＪＴ－Ｇ９６０の注５を参照のこと）で同期確立される。
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5.4　状態遷移表の記述

手順 (a)、 (b)、 (c)(5.3 節) により扱われるＥＴ－状態表は付属資料Ａに記載されている。手順 (d)に

より扱われるＥＴ－状態表は付属資料Ｂに記載されている。

5.4.1　アクセスディジタルセクション状態（ＤＳ－状態）

参照点Ｔを経由してユーザから受信したＩＮＦＯ、参照点Ｖ１を経由してＥＴから受信した機能要素

（ＦＥ）、あるいは内部事象の結果として、アクセスディジタルセクションがとる状態が以下に定義され

る。

ＤＳ－状態はそれらがサポートする次のものにしたがって分類される。

（ⅰ）ＤＳ１.Ｘ：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に従って、アクセス起動をサポートする状態

（例えば、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．４１１図１に見られる“ＩＳＤＮユーザアクセス”）

（ⅱ）ＤＳ２.Ｘ：ループバックに関係する機能をサポートする状態

（ⅲ）ＤＳ３.Ｘ：付属資料Ｂに定義されるアクセスディジタルセクションの部分的起動に関する機能を

サポートする状態

5.4.1.1　状態ＤＳ1.0（アクセス停止中）

アクセスは非運用モードにある。ＩＮＦＯ０をユーザへ送信し、ＦＥ６をＥＴへ送信する。参照点Ｔの

ユーザ側からみると、網側はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０　6.2.1.2 (l)節に従い状態Ｇ１にある。

5.4.1.2　状態ＤＳ1.1（アクセス起動開始）

ＥＴからＦＥ１を受信するかもしくはユーザからＩＮＦＯ１を受信することでアクセスの起動は要求さ

れる。起動の最初の段階、すなわちＤＳの起動が開始される。ＩＮＦＯ０をユーザへ送信し、ＦＥ２をＥ

Ｔへ送信する。参照点Ｔのユーザ側からみると、網側はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０　6.2.1.2 (l)節に従い状

態Ｇ１にある。

5.4.1.3　状態ＤＳ1.2（アクセス起動：ＤＳ同期状態中　ＬＴ→ＮＴ）

アクセス起動の２番目の状態であり、ＮＴがＬＴに対し同期を確立している。ＩＮＦＯ２を継続して

ユーザへ送信し、ＤＳがＮＴ→ＬＴ方向に同期をとっている間ＦＥ２をＥＴへ送信する。参照点Ｔのユー

ザ側からみると、網側はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０6.2.1.2 (2)節に従い状態Ｇ２にある。表５－２／ＪＴ－

Ｇ９６０注５参照。

5.4.1.4　状態ＤＳ1.3（アクセス起動：ＤＳ起動中）

アクセス起動の３番目の状態であり、ＤＳは双方向とも同期確立している。ＩＮＦＯ２を継続してユー

ザへ送信し、ユーザからのＩＮＦＯ３の受信を待つ間ＦＥ３をＥＴへ送信する。参照点Ｔのユーザ側から

みると、網側は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０　6.2.1.2 (2)節に従い状態Ｇ２にある。

5.4.1.5　状態ＤＳ1.4（アクセス起動中）

アクセスは安定な起動状態にある。ユーザからＩＮＦＯ３を受信している。ＦＥ４をＥＴへ送信し、Ｉ

ＮＦＯ４をユーザへ送信する。（ＤＳ状態遷移表の注４参照）

参照点Ｔのユーザ側からみると、網側はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０　6.2.1.2 (3)節に従い状態Ｇ３にある。
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5.4.1.6　状態ＤＳ1.5（参照点Ｔでの同期はずれ／フレーム異常）

アクセスが安定な起動状態において参照点Ｔのユーザ側で入力信号が断となったかもしくはフレーム同

期はずれが生じた状態である。これは例えば一時的に端末を取り外したこと（通信中端末移動）により生

じる。端末の再同期確立を補助するためにＩＮＦＯ２をユーザへ送信し、またユーザからＩＮＦＯ３を受

信するかＥＴからＦＥ５（停止命令）を受信するまでの間ＥＴへＦＥ１２を送信する。参照点Ｔのユーザ

側からみると、網側はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０　6.2.1.2  (2)節に従い状態Ｇ２にある。ユーザからＩＮ

ＦＯ３を受信することにより、ＤＳ－状態マシンはＤＳ1.4 へ遷移する。

5.4.1.7　状態ＤＳ1.6（アクセス停止開始）

アクセスは、ＦＥ５を受信することでＥＴによって停止が開始される。ＦＥ４をＥＴへ送信し、ＩＮＦ

Ｏ０をユーザへ送信する。参照点Ｔのユーザ側からみると、網側はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０　6.2.1.2 (4)

節に従い状態Ｇ４にある。ユーザからＩＮＦＯ０を受信するか、ＤＳの停止もしくはタイマＴ２の満了に

より、ＤＳ－状態マシンはＤＳ1.0 へ遷移する。

5.4.1.8　状態ＤＳ1.7（異常状態）

入力信号断／フレーム同期はずれがディジタル伝送システムに生じているかＮＴの電源が断となってい

る。異常状態であることがＥＴへＦＥ７を送信することにより通知される。ＩＮＦＯがユーザへ送信され、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０　6.2.1.2 (2)節による網のＧ状態は、異常状態が発生する以前のＮＴの状態に依

存する。ＥＴからＦＥ５を受信することで、ＤＳ－状態マシンはＤＳ１.０へ遷移する。

注　フレーム同期はずれが生じたときの実現手段には２通りある。

a) この状態から復旧せず、自律的に停止を開始する。

b) この状態から復旧し、ＦＥ５の受信によってのみ停止する。

5.4.1.9　状態ＤＳ2.Ｘ（ループバック状態）

継続検討中

5.4.2　参照点Ｔを経由する信号

アクセスの起動停止に用いられるＩＮＦＯ信号の定義はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０　6.2.2 節に示され

る。
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5.4.3　参照点Ｖ１を経由する機能要素

アクセスの起動停止に用いられる機能要素を次に定義する。

－ＦＥ１（ＬＴ←ＥＴ）：アクセス起動要求

－ＦＥ２（ＬＴ→ＥＴ）：アクセス起動開始表示

－ＦＥ３（ＬＴ→ＥＴ）：ＤＳ起動中表示

－ＦＥ４（ＬＴ→ＥＴ）：アクセス起動中もしくはループバック実施中表示

－ＦＥ５（ＬＴ←ＥＴ）：アクセス停止要求

－ＦＥ６（ＬＴ→ＥＴ）：アクセス停止表示

－ＦＥ７（ＬＴ→ＥＴ）：ＤＳにおける入力信号断／フレーム同期はずれもしくはＮＴの電源断

－ＦＥ８（ＬＴ←ＥＴ）：ループバック２の起動要求

－ＦＥ９（ＬＴ←ＥＴ）：ループバック１の起動要求

－ＦＥ10（ＬＴ←ＥＴ）：ループバック１Ａの起動要求

－ＦＥ11（ＬＴ←ＥＴ）：ＤＳの部分的起動要求；参照点Ｔのインタフェース停止

（付属資料Ｂ参照）

－ＦＥ12（ＬＴ→ＥＴ）：参照点Ｔでの入力信号断／フレーム同期はずれ
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5.4.4　手順の仕様

5.4.4.1　参照点Ｔのユーザ網インタフェースを経由する手順

アクセスはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０　6.2 節に従い参照点Ｔのユーザ・網インタフェースを経由する

手順をサポートする。

5.4.4.2　アクセスディジタルセクション状態遷移表

表５－２／ＪＴ－Ｇ９６０に示す状態遷移表は手順について規定している。表は規定された状態におけ

る各種事象に対してとるべき動作を示している。ループバック動作の手順は継続検討を必要とする。

5.4.4.3　ＤＳ状態遷移表に記述された手順においての仮定

a)　通常においては現在の状態では発生しない事象に対する応答：応答しない。状態遷移しない。

b)　現在進行しつつある運用形態に対する要求への応答：応答しない。状態遷移しない。

c) すでに完了した運用に対する要求への応答には状態遷移せず、現在の状態の確認を行う。

・ 表５－２／ＪＴ－Ｇ９６０に対する注

注１　ＦＥ１２は網によっては提供されない。

注２　ユーザへ送信されるＩＮＦＯおよび対応するＧ－状態は、ＮＴ１の状態およびＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｇ９６１のディジタル伝送システムに対して定義されるＮＴ１，ＬＴの状態マシンに依存する。

注３　タイマＴ２に関する記述はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０　表６－３の注２に示される。

注４　実現時のオプションとして、情報（例えばＩＮＦＯ４）の早まった伝送をさけるためにＤＳ－状

態マシンは状態遷移の前に遅延を設けることができる。

（例としてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０ 表６－３ 注４を参照）

注５　実現時のオプションとして、ＩＮＦＯ２はＤＳが双方向に同期確立している場合にのみ送信する。

ＤＳ１.２状態において参照点Ｔを経由してＩＮＦＯ０を送信し、ユーザはＤＳ内部状態がＧ１で

あることを認識する。

注６　網の異常状態から復旧できない網は“ＤＳ起動中”の事象が発生した場合、動作せず状態遷移し

ない。網の異常状態から復旧できる網は状態ＤＳ１.３へ遷移する。

注７　ＦＥ２はＦＥ１の応答としては送信しない可能性がある。

・表５－２／ＪＴ－Ｇ９６０で使用されている記号

「－」 状態変化なし、事象に拘わらず動作せず。

「／」 同位手順あるいは内部事由により起こり得ない事象。

「｜」 レイヤ１サービスの定義により起こり得ない事象。

「ＦＥ．．」 参照点Ｖ１を経由して機能要素ＦＥ．．を発行する。

「ＤＳa . b」 状態ＤＳa . b へ遷移する。
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表５－２／ＪＴ－Ｇ９６０　アクセスディジタルセクションの状態遷移表（DS 状態マシン）　 (ITU-T G.960)

状態番号 DS1.0 DS1.1 DS1.2 DS1.3 DS1.4 DS1.5 DS1.6 DS1.7

ｱｸｾｽ起動： ｱｸｾｽ起動中

状態名称 ｱｸｾｽ停止中 動作中 DS 同期状態中

LT → NT

DS 起動中 ｱｸｾｽ起動中 参照点Ｔの

LOS/LFA

ｱｸｾｽ停止:

動作中

網異常

送信 FE FE6 FE2  (注 7) FE2 FE3 FE4 FE12  (注 1) FE4 FE7

送信 INFO INFO 0 INFO 0 INFO 2 INFO 2 INFO 4 INFO 2 INFO 0 (注 2)

 事象     内部状態 G1 G1 G2 G2 G3 G2 G4 (注 2)

 FE1 DS1.1 － － － － － DS1.1 －

 FE5 － ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6

ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6

ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6

ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6

ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6

－ DS1.0

 INFO 0 受信 － － － － DS1.5 － DS1.0 －

 INFO 1 受信 DS1.1 － － － ／ － － －

 INFO 3 受信 － － － DS1.4  (注 4) － DS1.4  (注 4) － －

 参照点Ｔの LOS/LFA ／ － － － DS1.5 － － －

 ﾀｲﾏ T2 の終了  （注 3) － － － － － － DS1.0 －

 DS 同期   LT → NT ／ DS1.2 － － － － － －

 DS 起動 ／ ／ DS1.3 － － － － (注 6)

 DS 停止 － － － ／ ／ ／ DS1.0 －

 FE8 DS2.x ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

 FE9 DS2.x ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

 FE10 DS2.x ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

 NT,LT 線路側の LOS/LFA

 NT の電源断

－ DS1.7 DS1.7 DS1.7 DS1.7 DS1.7 DS1.7 －

　　



ＪＴ－Ｇ９６０ - 20 -

5.5　起動時間

ユーザ側からの起動に対する起動時間は、参照点Ｔにおいて測定され、参照点Ｔにおけるインタフェー

スへのＩＮＦＯ１の送信開始からアクセスディジタルセクションよりＩＮＦＯ４を受信するまでの時間で

ある。

網側からの起動に対する起動時間は、参照点Ｖ１において測定され、ＦＥ１からＦＥ４までの時間であ

る。

その値は、ＩＮＦＯ２の受信からＩＮＦＯ３を送信するＴＥの応答時間を考慮していない。（ＪＴ－Ｉ

４３０　6.2.6.1 節参照）

注　ＴＥの起動の大部分はＤＳの起動と並行して行われるので、一般的にトータル起動時間は延びない。

適合試験のためには、ループバック２での起動又はＦＥ１とＦＥ３間の時間を測定する事でもよい。

起動時間は、起動されたとき達成されるビットエラー率が値Ｘよりも低いアクセスディジタルセクショ

ンに対して規定される。

明確な試験条件については継続検討中である。

5.5.1　停止直後の起動に対する最大起動時間（注１）

（給電動作やループバックがない場合）（注２）

メタリックラインを使用した伝送システム

（ⅰ）中継器なし　　３００ｍｓ

（ⅱ）中継器あり　　６００ｍｓ

5.5.2　アクセスディジタルセクションへの最初の給電直後の起動に対する最大起動時間（注１）

（ⅰ）中継器なし　　１５秒

（ⅱ）中継器あり　　２０秒

注１　起動時間に対する規定値は９５％値として理解される。これは、試行された起動の９５％累積回

数での値が規定値より低くなければならないことを意味する。

注２　タイマＴ１はＥＴの機能の一部であるから、物理的にはＥＴ内に置かれるであろう。この場合、

ＥＴとアクセスディジタルセクション間の伝送システムの特性に従って、タイマＴ１の値が調整

されるであろう。（たとえば、衛星伝送システムの場合、タイマＴ１の値として１０００ｍｓが

考慮されなければならない。）
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６．運用保守

6.1　概　要

本章では、アクセスディジタルセクションに対する運用保守について述べる。当面、メタリックディジ

タル加入者線伝送方式における所要機能に限定して述べる。

起動／停止シーケンスに関する運用機能については、５章に記している。

システムマネージメントに関する詳細は、付属資料Ａに記している。

アクセスディジタルセクションにおける所要網特性（本標準４章に述べた）を維持するために必要な保

守機能は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０３に記されている。

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０３によれば、宅内機器とは無関係にアクセスディジタルセクションの監視試験

が可能でなければならない。

6.2　制御機能ファシリティ

6.2.1　ループバック

6.2.1.1　ループバックの実現

ループバックを実施する位置及び特性は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０３に記されている。

6.2.1.2　ループバック手順

ループバックは、ＥＴシステムマネジメントで制御される。

ループバック１、１Ａあるいはループバック２の実施中において、一般呼の発着信は不可能である。

ループバック運用の手順は、常にアクセスディジタルセクションの停止状態から開始されなければなら

ない。

ループバック手順の例は以下のとおりである。

(a)　ＥＴが所要のループバックの起動命令を送信する。

(b)　ＥＴがＭＰＨ－ＡＩを受信する。

(c)　ＥＴが試験を実施する。

(d)　ＥＴがループバックの解除命令を送信する。

(e)　ＥＴがＭＰＨ－ＤＩを受信する。

6.2.2　補助線路接続切替

本機能は、参照点Ｖ１を経由した線路接続切替制御機能を提供する。

(a)　加入者線をＬＴから加入者線試験装置に接続切替

(b)　加入者線を現用ＬＴから予備ＬＴに接続切替

(c)　ＬＴを加入者線交換機内に設置される試験用ＮＴ１に接続切替

上記の機能は、オプションである。機能の定義、制御オプション及び手順は、継続検討中である。

6.2.3　ＮＴ１内機能の制御

本機能は、ＮＴ１内で規定される機能の制御を可能にするものであり、継続検討中である。

ＮＴ１内で規定される機能例としては、ユーザ・網インタフェース点におけるノーマル給電／制限給電

の切替制御等が挙げられる。

6.2.4　情報提供要求

ＥＴは、ＬＴ、中継器及びＮＴ１に情報提供要求を送信することができる。
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6.2.5　加入者線への給電の接／断

本機能は、加入者線への給電の接／断切替えを可能にするものであり、給電異常表示の受信に伴い自動

的に適用される場合がある。

6.2.6　発着信試験

発着信試験は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０３に記載されている。

発着信試験は、ＥＴから制御され、ＭＰＨ－ＡＲにより起動される。システムマネージメントは、例え

ば、ＭＰＨ－ＤＳＡＩまたはＭＰＨ－ＡＩの受信により試験が正常であることを判断する。また、ＭＰＨ

－ＥＩ（タイマＴ１のタイムアウト）の受信により試験が不良であることを判断する。本標準付属資料Ａ

を参照のこと。

6.3　監　視

6.3.1　機　能

アクセスディジタルセクションにおける以下の運用状態を監視する。

(a)　異常状態

(b)　給電構成

(c)　伝送品質

6.3.2　実現形態

アクセスディジタルセクション内には、監視機能を設けなければならない（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０３

参照）。情報の処理法は、実現法により異なる。例えば、以下のとおりである。

(a) 　アクセスディジタルセクション内でレジスタ、カウンタ等を使用し、状態表示に対応する命令／

応答を行う。

(b) 　異常状態、正常状態とも交換機へ情報を転送し、アクセスディジタルセクション外でエンティ

ティにより処理される。

6.3.3　非正常・異常状態と対応動作

6.3.3.1　異常状態

異常状態としては、以下の例が挙げられる。

ⅰ）フレーム同期外れ（ＬＦＡ）、入力信号断（ＬＯＳ）

ⅱ）参照点Ｔの入力信号断

ⅲ）ＤＳでの電源過負荷状態

ⅳ）ＤＳでの給電異常

ⅴ）参照点Ｔでの給電異常

非正常状態の例としては、伝送誤りが挙げられる。

6.3.3.2　対応動作

異常状態の検出と対応動作は起動または通信状態に関係する。

中継器でのＬＯＳ／ＬＦＡは、ＬＴでのＬＯＳ／ＬＦＡを示すＦＥ７や、ＮＴ１でのＬＯＳ／ＬＦＡを

示すＩＮＦＯ信号となる。

異常状態の対応動作は表６－１／ＪＴ－Ｇ９６０に示す。

本表は、異常と対応動作の過渡状態は考慮されていない。
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6.3.4　エラーパフォーマンス監視

6.3.4.1　概　要

アクセスディジタルセクションにおけるエラーパフォーマンス監視及び監視結果の転送を行うための機

能を備えておくことが望ましい。

6.3.4.2　エラーパフォーマンスパラメータ

アクセスディジタルセクションは、ＥＴがＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２１に定義されたエラーパフォーマン

スパラメータを評価するために、必要な情報を転送しなければならない。

6.3.5　状態表示機能

状態表示機能は、アクセスディジタルセクション全体の動作および特性に関する情報を提供する。この

情報は、自動的にあるいはＥＴからの要求に基づいて伝送されるであろう。

以下に、状態表示機能の内容を示す。（表６－２／ＪＴ－Ｇ９６０参照）

（ⅰ）伝送誤り

アクセスディジタルセクションから転送される本情報により、ＥＴは、エラーパフォーマンスを評

価することができる。

（ⅱ）ループバック１状態

ＬＴから転送される本情報は、ループバック１状態を表示する。

（ⅲ）ループバック１Ａ状態

中継機から転送される本情報は、ループバック１Ａ状態を表示する。

（ⅳ）ループバック２状態

ＮＴ１から転送される本情報は、ループバック２状態を表示する。

（ⅴ）ユーザ・網インタフェース点での給電状態

本情報は、参照点Ｔでの給電状態、例えば、ノーマル給電あるいは制限給電の状態を表示する。

（ⅵ）ユーザ・網インタフェースでの給電異常

本情報は、ノーマル給電用電源あるいは制限給電用電源の異常を表示する。

本情報は、２つの情報に分割されるかもしれない。

本情報は、ＥＴからの要求に基づき転送される。

（ⅶ）ユーザ・網インタフェースでの給電用電源過負荷

本情報は、ＮＴ１内のいずれかの電源から供給能力を越えた電力が引き出されたことを表示する。

本情報は、ＥＴからの要求に基づき転送される。

（ⅷ）異常表示情報

6.3.3.1 節に示した状態に応じて自動的に転送される。

6.3.6　システム対応の状態表示機能

適用される伝送方式に対応した状態表示が必要と考えられるが、継続検討中である。

特定の伝送方式における例を表６－３／ＪＴ－Ｇ９６０に示す。
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表６－１／ＪＴ－Ｇ９６０　非正常・異常状態と対応動作

(ITU-T G.960)

対　応　動　作

装　　置 状　　態 Ｖ１点信号 Ｔ点信号

ＬＴの加入者線路側 伝送誤り 注　２ 　注　２、３

入力信号断 (LOS) /

フレーム同期外れ (LFA)

ＦＥ７ 　注　１

ＮＴ１の加入者線路側 伝送誤り 注　２ 　注　３

入力信号断 (LOS) /

フレーム同期外れ (LFA)

ＦＥ７ ＩＮＦＯ０

ＮＴ１のＴ点側 入力信号断 (LOS) /

フレーム同期外れ (LFA)

ＦＥ１２

（注４）

ＩＮＦＯ２、

状態Ｇ２

ＮＴ１ 電源断 ＦＥ７ ＩＮＦＯ０

注１　送出されるＩＮＦＯ信号は、ＮＴ１の状態及びＪＴ－Ｇ９６１の伝送システムに対して定義され

るＮＴ１、ＬＴ状態マシンに依存する。

注２　誤り表示は、ＣＶ１と、ＣＬチャネルの仕様と、システムに依存する。

注３　伝送誤り表示は、オプションのＳチャネルを備えたＮＴ１より提供される。

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．４３０第７章参照）

注４　ＦＥ１２を提供しないネットワークもある。
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表６－２／ＪＴ－Ｇ９６０　状態表示機能

(ITU-TG.960)

機　　　　能 該当装置 必須／オプション

伝送誤り

ループバック１状態（注）

ループバック１Ａ状態（注）

ループバック２状態（注）

参照点Ｔ給電状態

参照点Ｔ給電異常

参照点Ｔ給電用電源過負荷

異常状態

（表６－１／ＪＴ－Ｇ９６０）

ＬＴ

中継器

ＮＴ１

ＬＴ

中継器

ＮＴ１

ＮＴ１

ＮＴ１

ＮＴ１

ＬＴ

中継器

ＮＴ１

必須

オプション

必須

必須

必須

必須

オプション

オプション

オプション

必須

必須

必須

注　本情報は、間接的に知られる（例えば、起動表示を用いて）。
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表６－３／ＪＴ－Ｇ９６０　システム対応の状態表示機能

(ITU-TG.960)

機　　　　能 該当装置

線路試験リレー状態

ＬＴ試験リレー状態

遠隔給電スイッチ状態

遠隔給電状態

加入者線での過電圧印加

異常電流状態

アイ開口度

エコーキャンセラ係数

蓄電池試験

ＬＴ

ＬＴ

ＬＴ

ＬＴ

ＬＴ

ＬＴ

ＬＴ

中継器

ＮＴ１

ＬＴ

中継器

ＮＴ１

ＮＴ１
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７．制御チャネルＣＶ１

本制御チャネルは、各々の伝送方向に対して、制御命令、状態表示情報及び異常状態の転送能力を有す

る。

単一チャネルとして表記しているが、この制御チャネルは、機能毎に適した伝達機構を有する幾つかの

副チャネルで実現されることもあり得る。６章に挙げた機能の内の幾つかは、オプションとしての位置付

けであるが、ＣＶ１チャネルは、実現上許す限り全ての制御情報を伝達する能力を有することが望ましい。
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付属資料Ａ：システムマネジメントに対する条件

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０に対する）

A.1　概　要

本付属資料では、アクセスディジタルセクション及びＥＴレイヤ１への要求機能を述べる。正確な運用

を確保するためには、マネジメント機能に関する付帯条件を考慮する必要がある。

　本付属資料では、ＥＴレイヤ１とシステムマネジメントを区別している。システムマネジメントなる用

語は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９４０に示されたシステムマネジメントとレイヤマネジメントの双方に対して

用いられる。

A.2　システムマネジメントに対する条件

A.2.1　概　要

システムマネジメントは、ＥＴレイヤ１に対して同時に一つ以上の動作要求を発すべきではない。一つ

の動作は、システムマネジメントから送信されるプリミティブおよびそれに対応するタスク完了確認のた

めのプリミティブにより区切られる。

A.2.2　エラー表示

マネジメントエンティティは、ＭＰＨ－ＥＩの受信前後におけるプリミティブシーケンスを考慮する。

システムマネジメントはプリミティブシーケンスからＭＰＨ－ＥＩプリミティブの発生原因を判断する。

（例えば、インタフェースの起動失敗、アクセス起動失敗、参照点Ｔにおけるフレーム同期外れあるいは

入力信号断）

エラー発生時は、ＥＴレイヤ１は、ＭＰＨ－ＥＩプリミティブによりシステムマネジメントに通知する

必要がある。この時、システムマネジメントは、適切な対応動作を決定しなければならない。（例えば、

呼の継続あるいは放棄、ＭＰＨ－ＤＲあるいはＭＰＨ－ＤＳＤＲの送信）

A.2.3　ループバックの運用

システムマネジメントは、ループバック実施中のＥＴレイヤ１が、如何なるプリミティブもＥＴレイヤ

２に対して送信しないことを考慮すべきである。

もし、ループバック実施中に、ＥＴレイヤ２がＥＴレイヤ１に何らかのプリミティブを送信した場合に

は、このプリミティブはＥＴレイヤ１で無視される。

ループバック１、２あるいは１Ａの設定完了は、プリミティブＭＰＨ－ＡＩによってシステムマネジメ

ントで確認される。システムマネジメントは、プリミティブシーケンスを考慮に入れて、ＭＰＨ－ＡＩプ

リミティブを通常の起動表示ではなくループバック完了表示であると解釈すべきである。

A.2.4　発着信試験

発着信試験は、システムマネジメントにより、ＭＰＨ－ＡＲプリミティブを用いて起動される。システ

ムマネジメントは、発着信試験が正常なことを（すなわちＭＰＨ－ＤＳＡＩあるいはＭＰＨ－ＡＩの受信

により）判断できなければならない。システムマネジメントがＭＰＨ－ＥＩ（タイマＴ１タイムアウト）

を受信した場合には、試験に失敗したと考えられる。

試験が正常である場合には、ＭＰＨ－ＤＲ送信以前にシステムマネジメントは、呼の確立が進行してい

るか、あるいは、有効呼があるか否かを調査すべきである。
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A.2.5　ループバック中にＤチャネルで転送される情報

ループバック中にＤチャネルで転送される情報は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１の 2.9 節「無効フレー

ム」に定義されるような無効フレームにしなければならない。

A.2.6　構成制御

システムマネジメントは、構成制御に関する如何なる制御も、参照点Ｔの停止状態においてのみ行われ

るよう保障しなければならない。

A.3　ＥＴレイヤ１の状態遷移表の記述

もし、レイヤ２とシステムマネジメントから起動／停止要求が同時に発生した場合、それはＥＴレイヤ

１状態マシンで解決される。ＥＴレイヤ１状態マシンは調停済みの機能要素（ＦＥｓ）を参照点Ｖ１へ送

出する。表Ａ－１／ＪＴ－Ｇ９６０にＥＴレイヤ１状態マシンの優先順位を示す。

表Ａ－１／ＪＴ－Ｇ９６０　ＥＴレイヤ１状態マシンにおける要求の優先順位

(ITU-TG.960)

要　求　タ　イ　プ 優先順位

停止要求

ループバック

呼制御起動要求

ＥＴ側からのアクセスディジタルセクションの部分的起動／停止要求

３（高位）

２

１

０（低位）

もし、ＥＴ側とユーザの側からの起動／停止要求が同時に発生した場合、それはＤＳ状態マシンで解決

される。表５－１／ＪＴ－Ｇ９６０にＤＳ状態マシンの優先順位を示す。

A.3.1　ＥＴレイヤ１状態（ＥＴ状態）

以下に定義されているものは、参照点Ｖ１を通してアクセスディジタルセクションから受信した機能要

素（ＥＦs）による結果、あるいは、サービスプリミティブ（ＰＨ－、ＭＰＨ－プリミティブ）を受信し

た結果、あるいは、内部事象の結果としてＥＴレイヤ１が入るであろう状態である。ＥＴレイヤ１状態は、

それらがサポートする次のものにより分類される。

（ⅰ）ＥＴ１.Ｘ： ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に従う、アクセス起動のサポート状態

（例：ＩＴＵ－Ｔ勧告 図１／Ｉ.４１１に示す、ＩＳＤＮユーザアクセス）

（ⅱ）ＥＴ２.Ｘ： ループバックに関係する機能のサポート状態

（ⅲ）ＥＴ３.Ｘ： 付属資料Ｂに示すアクセスディジタルセクションの常時起動に関係する機能のオプ

ション的なサポート状態

A.3.1.1　状態ＥＴ１．０（アクセス停止）

アクセスは停止（ＦＥ６の受信により表示）。タイマＴ１は動作しない。
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A.3.1.2　状態ＥＴ1.1（アクセス起動開始)

アクセスの起動は、呼を確立するために開始されている（ＦＥ３の後に続くＦＥ２の受信により表示さ

れる)

タイマＴ１は動作している。

A.3.1.3　状態ＥＴ1.2（アクセス起動中）

アクセス起動中（ＦＥ４の受信により表示される）

タイマＴ１は動作していない。

A.3.1.4　状態ＥＴ2.0(アクセスループバック状態）

アクセスにおいてループバックが確立している。

タイマＴ１は動作していない。

A.3.1.5　状態ＥＴ2.1（ループバック要求）

アクセスにおいてループバックが要求されている。

タイマＴ１は動作している。

A.3.2　ＤＳに関する機能をサポートするＥＴ内のＭＰＨプリミティブ

（ⅰ）ＭＰＨ－アクセスディジタルセクション起動－要求（ＭＰＨ－ＤＳＡＲ）

ＭＰＨ－ＤＳＡＲプリミティブは参照点Ｔのインタフェース起動以外にアクセスディジタルセク

ションを起動するために用いられる。

これは保守目的のために必要とする。

このプリミティブは、アクセスディジタルセクションの常時起動動作モードとしてアクセスを構

成するためにも使用される。

構成制御は、ＤＳ状態マシンが停止（状態ＤＳ１.０）の時のみ本プリミティブが発行されるよう

に保証しなければならない。

（ⅱ）ＭＰＨ－アクセスディジタルセクション起動－表示（ＭＰＨ－ＤＳＡＩ）

ＭＰＨ－ＤＳＡＩプリミティブはアクセスからＦＥ３を受信した時と、アクセスディジタルセク

ションが完全に、同期がとれたことを表示するときに発行される。オプションの部分的なＤＳ起動

動作モードにおいて、このプリミティブは参照点Ｔにおけるインタフェースの停止表示にも用いら

れる。

（ⅲ）ＭＰＨ－アクセスディジタルセクション停止要求（ＭＰＨ－ＤＳＤＲ）

ＭＰＨ－ＤＳＤＲプリミティブは、アクセスの構成をオプションのアクセスディジタルセクショ

ンの部分的起動モードから、通常の起動／停止状態の動作モードに回復させるために使用される。

構成制御は参照点Ｔにおけるインタフェースが停止状態のときのみ、プリミティブが発行される

ように保証しなければならない。

（ⅳ）ＭＰＨ－アウェーク表示（ＭＰＨ－ＡＷＩ）

ＭＰＨ－ＡＷＩプリミティブは、アクセスの起動が開始されたことを、システムマネジメントに

通知するために、アクセスディジタルセクションからＦＥ２を受信したときに発行される。
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（ⅴ）ＭＰＨ－エラー表示 （ＭＰＨ－ＥＩ）

ＭＰＨ－ＥＩプリミティブは、起動あるいはループバック制御の実施に失敗したとき、又はＦＥ

７（エラー表示）あるいはＦＥ１２（参照点ＴにおけるＬＯＳ／ＬＦＡ）を受信したときに発行さ

れる。

以下のプリミティブはループバックを基にした保守機能に関連する。

起動要求プリミティブは、アクセスディジタルセクションの起動そしておそらく、参照点Ｔにおけ

るユーザ・網インタフェースの起動を含む。要求されたループバックの確立は、ＭＰＨ－ＡＩプリ

ミティブを用いて要求先に通知される。

ループバックの停止は、ＭＰＨ－ＤＳＤＲあるいは代りとなるＭＰＨ－ＤＲのいずれか適当なプ

リミティブによって発動される。

ＭＰＨ－Ｌ２ＡＲ　：ループバック２の起動要求

ＭＰＨ－Ｌ１ＡＲ　：ループバック１の起動要求

ＭＰＨ－Ｌ１ＡＡＲ：ループバック１Ａの起動要求

以下のプリミティブはループバック以外の目的に使用される（接続試験)

ＭＰＨ－ＡＲ：接続試験のためのアクセス起動要求

ＭＰＨ－ＡＩ：アクセス起動表示

A.3.3　ＥＴレイヤ１状態遷移表

付表Ａ－２／ＪＴ－Ｇ９６０の状態遷移表は手順を規定し、規定された状態において発生する様々な事

象に対応して取るべき動作を示している。表はＥＴレイヤ２とシステムマネジメントとの相互作用を規定

している。それはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０に定義されたレイヤインタフェース手順をサポートする必要

がある。また表はアクセスディジタルセクションに関連する機能をサポートするために、システムマネジ

メントとＥＴレイヤ１の間のレイヤインタフェースにおける相互作用も規定している。

タイマＴ１は機能的にはＥＴの一部である。記述を簡単にするために、これはＥＴのレイヤ１と関連づ

けられているが、どこで実行してもよい。

A.3.4　手順を規定するための前提（ＥＴ１.Ｘ状態）

(1)　現時点でのＥＴ状態では通常起こり得ないＤＳからの表示（ＦＥ）を受信したときの対応として、

ＥＴの状態変化なしと解釈させるプリミティブをマネジメントに発行しなければならない。

(2)　現在進行中である動作への要求の応答としては、状態変化なし、動作せず（－）でなければならな

い。

(3)　アクセスディジタルセクションからＦＥ７を受け取ったとき、ＥＴ状態マシンには２つのどちらか

が存在する。

(a)　ＥＴは異常状態のアクセスの応答を確認するためにＦＥ５（停止アクセス）を発行しなければな

らない。

(b)　ＥＴはその状態が持続することをチェックし、さらに適当なときに、ＦＥ５を発行するかもしれ

ない。

(4)　アクセス起動状態（ＥＴ１.2）の間、ＦＥ１２(参照点ＴにおけるＬＯＳ／ＬＦＡ）をＤＳから受

信したとき、ＥＴ状態マシンは、システムマネジメントにＥＴの状態変化なしとともにＭＰＨ－Ｅ

Ｉを発行しなければならない。
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付表Ａ－２／ＪＴ－Ｇ９６０への注

「－」 状態変化なし、事象にかかわらず動作せず。

「／」 同位手順あるいは内部事象により起こり得ない事象。

「｜」 レイヤ１サービスの定義により起こり得ない事象。

「Ｆ…」 参照点Ｖ１を経由して機能要素ＦＥ…を発行する。

「ＥＴａ.ｂ」 状態ＥＴａ.ｂへ遷移する。

注－タイマＴ１についての記述はＴＴＣ標準表６－３／ＪＴ－Ｉ４３０の注１に示す。

注１　プリミティブＭＰＨ－ＤＳＡＲおよびＭＰＨ－ＤＳＤＲは参照点Ｔが停止しているときのみ許可

される。システムマネジメントはこの要求を満足させなければならない。

注２　これらの事象は、アクセスディジタルセクションが適切な機能要素（ＦＥ３とＦＥ４）を用いて

ＥＴレイヤ１へタスクの完了を示すと同時にタイマＴ１が終了するときに起こる。これはアクセ

スディジタルセクションにおける過度の遅延に起因する。場合によっては、ＭＰＨ－ＥＩプリミ

ティブで運ばれるであろうエラー表示に続けてユーザアクセスの状態をシステムマネジメントへ

通知するために適切なプリミティブを発行することが有利となる。このことは、最適な回復手順

を開始するための情報をシステムマネジメントへ与える。

注３　この事象は、タイマＴ１が終了しシステムマネジメントがＭＰＨ－ＥＩプリミティブを受信した

結果として停止を発動する場合に起こる。特に、この回復手順は過度の遅延があった場合に有用

である。

注４　機能要素ＦＥ１２はすべての網には利用できない。ＦＥ１２はＥＴ状態マシンに参照点Ｔのユー

ザ側におけるＬＯＳ／ＬＦＡを表示する。

注５　これらは、A.3.4 の(3)に定義された(a)の場合に関連した応答である。

(b)の場合において応答はＭＰＨ－ＥＩ(状態変化なし)としなければならない。
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付表Ａ－２／ＪＴ－Ｇ９６０

(ITU-T G.960)
ET レイヤ１の状態遷移表（ET レイヤ１状態マシン）

状態番号 ET1.0 ET1.1 ET1.2 ET2.0 ET2.1
状態名

事象

アクセス

停止

T1 停止

アクセス

起動開始

T1 動作中

アクセス

起動中

T1 停止

アクセス

ループバック状態

T1 停止

ループバック

要求中

T1 動作中

PH-AR/
MPH-AR

T1 開始

FE1
ET1.1

－ MPH-AI
PH-AI
－

PH-DI
－

PH-DI
－

MPH-DR － T1 停止

FE5
ET1.0

PH-DI
FE5
ET1.0

FE5
ET1.0

｜

FE2 T1 開始

MPH-AWI
FE1(ｵプｼｮﾝ)
ET1.1

MPH-AWI
－

MPH-AWI
－

／ －

タイマ T1
終了

／ MPH-EI
ET1.0

／ ／ MPH-EI
ET1.0

FE3 (注 2)
MPH-DSAI
－

MPH-DSAI
－

MPH-DSAI
－

継続検討中 継続検討中

FE4 (注 2)
MPH-AI
－

T1 停止

PH-AI
MPH-AI
ET1.2

－ 継続検討中 T1 停止

MPH-AI
ET2.0

FE6 MPH-DI
－

MPH-DI
－

MPH-DI
－

継続検討中 継続検討中

FE12
(注 4)

／ － MPH-EI
－

継続検討中 継続検討中

FE7 MPH-DI
－

MPH-DI
MPH-EI
T1 停止

FE5  (注 5)
ET1.0

MPH-DI
MPH-EI
FE5 （注 5)
ET1.0

継続検討中 継続検討中

MPH-L2AR T1 開始

FE8
ET2.1

｜ ｜ ｜ ｜

MPH-L1AR T1 開始

FE9
ET2.1

｜ ｜ ｜ ｜

MPH-L1AAR T1 開始

FE10
ET2.1

｜ ｜ ｜ ｜

MPH-DSAR
(注 1)

T1 開始

FE11
ET3.0

－ ｜ ｜ ｜

MPH-DSDR
(注 1)

(注 3)
FE5
－

－ ｜ FE5
ET1.0

｜
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付属資料Ｂ：アクセスディジタルセクションの部分的起動

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６０に対する）

B.1　概　要

本付属資料では、ユーザネットワークインタフェースの起動を伴わない、アクセスディジタルセクショ

ンの部分的起動について述べる。この規定された機能の使用は、ネットワーク提供者のオプションである。

これを使用する為の必要な構成要素（例えば、プリミティブ、ビットコーディング、ビット）は予約され

ており、他の機能に割付けることは出来ない。

本付属資料のなかで、ＤＳとＥＴの状態遷移表は完成しているが、アクセスディジタルセクションの部

分的起動の特別な部位の記述は概要である。ＤＳ状態表は付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｇ９６０、ＥＴ状態表は付

表Ｂ－２／ＪＴ－Ｇ９６０に規定されている。

B.2　ＤＳ状態遷移表の記述

ＤＳ１.ＸとＤＳ２.Ｘの状態は 5.4 節に記述してある。

B.2.1　状態ＤＳ3.０（アクセスディジタルセクションのみ起動動作中)

ＥＴからのＥＥ１１を受信すると状態ＤＳ１.０からこの状態にはいる。この状態ではＦＥ２がＥＴに

返送され、ＩＮＦＯ　０がユーザ側に送られる。参照点Ｔのユーザ側からみると、網側はＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｉ４３０ 6.2.1.2(1)節に従い状態Ｇ１にある。この状態はアクセスディジタルセクションが双方向に同

期確立するまで続く。

B.2.2　状態ＤＳ3.１（アクセスディジタルセクション起動中、Ｔ点インタフェース停止中）

アクセスディジタルセクションは双方向に同期確立しており、この状態はＦＥ３によりＥＴに通知され

る。ユーザ側にはＩＮＦＯ　０が送出される。参照点Ｔのユーザ側からみると、網側はＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｉ４３０ 6.2.1.2(1)節に従い状態Ｇ１にある。

B.2.3　状態ＤＳ3.2（アクセスディジタルセクション起動中、Ｔ点インタフェース起動動作中）

参照点Ｔにおける起動は、アクセスディジタルセクションが状態ＤＳ３.１であるとき、ＥＴからのＦ

Ｅ信号の受信又はユーザ側からのＩＮＦＯ　１信号により始められる。このときアクセスディジタルセク

ションはすでに完全に同期しており、ＦＥ２信号がＥＴに送信され、ユーザ側からのＩＮＦＯ　３信号を

受信するまでＩＮＦＯ　２信号をユーザ側に送信する。参照点Ｔのユーザ側からみると、網側はＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｉ４３０ 6.2.1.2 (2)節に従い状態Ｇ２にある。  ユーザ側からＩＮＦＯ　３信号を受信すると状

態ＤＳ３.３に遷移する。

B.2.4　状態ＤＳ3.3（アクセス起動中)

アクセスは安定起動状態であり、通常動作モードであるＤＳ１.４と同様である。ユーザ側からＩＮＦ

Ｏ　３信号を受信してＩＮＦＯ　４信号を返送している。（ＤＳ状態遷移表の注４参照）　ＦＥ４信号が

ＥＴに送信される。参照点Ｔのユーザ側からみると、網側はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０ 6.2.1.2 (3)節に従

い状態Ｇ３にある。
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B.2.5　状態ＤＳ3.4（Ｔ点におけるＬＯＳ／ＬＦＡ）

この状態は通常動作モードであるＤＳ１.５と同様である。アクセスがこの状態のとき、参照点Ｔの

ユーザ側での信号またはフレームが損失している。この原因は例えば、端末の一時移動（通信中の端末移

動）によるものである。端末の早い再同期を助ける為にＩＮＦＯ２信号をユーザ側に送信する。そして

ユーザ側からのＩＮＦＯ３信号を受信するか、ＥＴからのＦＥ１１信号（参照点Ｔインタフェースを停止

する命令）を受信するまでＥＴにＦＥ１２信号を送信する。参照点Ｔのユーザ側からみると、網側はＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｉ４３０ 6.2.1.2(2)節に従い状態Ｇ２にある。

ユーザ側からＩＮＦＯ ３信号を受信すると、ＤＳ状態は状態３.３に戻る。

B.2.6　状態ＤＳ3.5（Ｔ点インタフェース停止動作中)

参照点Ｔにおけるインタフェースの停止は、ＥＴからのＦＥ１１信号の受信に対するレスポンスとして

行われる。ＦＥ３信号をＥＴに返送し、ＩＮＦＯ０信号をユーザ側に送信する。参照点Ｔのユーザ側から

みると、網側はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０ 6.2.1.2(4)節に従い状態Ｇ４にある。ユーザ側からＩＮＦＯ ０

信号を受信するか、タイマＴ２がタイムアウトするとＤＳ状態は状態３.１に変化する。

B.3　ＥＴ状態遷移表の記述

ＥＴ１.ＸとＥＴ２.Ｘの状態は A.3.1 節に記述してある。

B.3.1　状態ＥＴ3.0（アクセスディジタルセクションのみ起動動作中）

この状態はＭＰＨ－ＤＳＡＲの受信レスポンスとして、ＥＴ１.０状態から遷移する。アクセスディジ

タルセクションからＦＥ２を受信しており、タイマＴ１は動作中である。

B.3.2　状態ＥＴ3.1（アクセスディジタルセクション起動中、Ｔ点インタフェース停止中）

これはアクセスディジタルセクションへの部分的起動モードにおける停止状態である。この状態は、ア

クセスディジタルセクションからのＦＥ３信号を受信したとき状態ＥＴ３.０から遷移するか又は、ＭＰ

Ｈ－ＤＲを受信したレスポンスとして状態ＥＴ３.２、状態ＥＴ３.３から遷移する。タイマＴ１は停止し

たままである。

B.3.3　状態ＥＴ3.2（アクセスディジタルセクション起動中、Ｔ点インタフェース起動動作中)

この状態はＰＨ－ＡＲ、ＭＰＨ－ＡＲ又は、アクセスディジタルセクションからのＦＥ２信号を受信し

たレスポンスとして、状態ＥＴ３.1 から遷移する。タイマＴ１は動作中である。

B.3.4　状態ＥＴ3.3（アクセスディジタルセクション起動中、Ｔ点インタフェース起動中)

この状態は通常動作モードであるＥＴ１.２（アクセス起動中）と同様である。アクセスディジタルセ

クションからＦＥ４信号を受信しており、タイマＴ１は停止したままである。

注－通常、アクセスディジタルセクションの部分的起動モードへの出入り(ＤＳ３.Ｘ）はプリミティブＭ

ＰＨ－ＤＳＡＲ及びＭＰＨ－ＤＳＤＲによる。従って、アクセスがこの動作モードにある間はプリミ

ティブＰＨ／ＭＰＨ－ＡＲとＭＰＨ－ＤＲは、参照点Ｔインタフェースの起動、停止のみ行い、アク

セスディジタルセクションは起動されたままである。
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付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｇ９６０　アクセスディジタルセクションの状態遷移表（DS 状態マシン）

(ITU-T G.960)

状態番号
DS1.0 DS1.1 DS1.2

(注 5)
DS1.3 DS1.4 DS1.5 DS1.6 DS1.7

ｱｸｾｽ ｱｸｾｽ起動： ｱｸｾｽ ｱｸｾｽ起動中 ｱｸｾｽ停止:
状態名 停止中 動作中 DS 同期状態中

LT → NT
DS 起動中 起動中 参照点Ｔの

LOS/LFA
動作中 網異常

送信 FE FE6 FE2
（注 7)

FE2 FE3 FE4 FE12
（注 1)

FE4 FE7

送信 INFO INFO 0 INFO 0 INFO 2 INFO 2 INFO 4 INFO 2 INFO 0 （注 2)

事象      内部状態
G1 G1 G2 G2 G3 G2 G4 （注 2)

 FE1 DS1.1 － － － － － DS1.1 －

 FE5 － ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6
ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6
ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6
ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6
ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6
－ DS1.0

 INFO 0 受信 － － － － DS1.5 － DS1.0 －

 INFO 1 受信 DS1.1 － － － ／ － － －

 INFO 3 受信 － － － DS1.4
(注 4)

－ DS1.4
(注 4)

－ －

 参照点Ｔの LOS/LFA ／ － － － DS1.5 － － －

 ﾀｲﾏ T2 の終了 (注 3) － － － － － － DS1.0 －

 DS 同期   LT → NT ／ DS1.2 － － － － － －

 DS 起動 ／ ／ DS1.3 － － － －

(注 6)
 DS 停止 － － － ／ ／ ／ DS1.0 －

 FE8 DS2.x ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

 FE9 DS2.x ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

 FE10 DS2.x ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

 NT.LT 線路側の LOS/LFA
 NT の電源断

－ DS1.7 DS1.7 DS1.7 DS1.7 DS1.7 DS1.7 －

 FE11 DS3.0 － － － － － － －
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付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｇ９６０(続き)　アクセスディジタルセクションの状態遷移表（DS 状態マシン）

(ITU-T G.960)
状態番号 DS3.0 DS3.1 DS3.2 DS3.3 DS3.4 DS3.5

状態名

DS のみ

起動

動作中

DS 起動中 アクセス

起動中

アクセス起動中

参照点Ｔの

停止中

参照点Ｔの

起動動作中

参照点Ｔの

LOS/LFA
参照点Ｔの

停止動作中

送信 FE FE2 FE3 FE2 FE4 FE12
(注 7)

FE3

送信 INFO INFO 0 INFO 0 INFO 2 INFO 4 INFO 2 INFO 0
事象      内部状態 G1 G1 G2 G3 G2 G4

 FE1 － DS3.2 － － － DS3.2
 FE5 ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6
ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6
ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6
ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6
ﾀｲﾏ T2 開始

DS1.6
DS1.6

 INFO 0 受信 － － － DS3.4 － DS3.1
 INFO 1 受信 － DS3.2 － ／ － －

 INFO 3 受信 － － DS3.3
(注 4)

－ DS3.3
(注 4)

－

 参照点Ｔの LOS/LFA ／ ／ ／ DS3.4 － －

 ﾀｲﾏ T2 の終了 (注 3) － － － － － DS3.1
 DS 同期     LT → NT － － － － － －

 DS 起動 DS3.1 － － － － －

 DS 停止 － ／ ／ ／ ／ ／

 FE8 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

 FE9 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

 FE10 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

 NT.LT 線路側の LOS/LFA
 NT の電源断

  DS1.7    DS1.7    DS1.7    DS1.7    DS1.7   DS1.7

 FE11     －     －  ﾀｲﾏ T2 開始

  DS3.5
 ﾀｲﾏ T2 開始

  DS3.5
 ﾀｲﾏ T2 開始

  DS3.5
    －
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付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｇ９６０で使用されている記号を以下に示す。

 「－」 状態変化無し、事象に係わらず動作せず。

 「／」 同位手順無しあるいは内部事由により起こり得ない事象。

 「｜」 レイヤ１サービスの定義上、起こり得ない事象。

 「ＦＥ．．」 参照点Ｖ１を経由してＦＥ．．を発行する。

 「ＤＳａ.ｂ」 状態ＤＳａ.ｂへ遷移する。

注１　ＦＥ１２は網によっては規定されない。

注２　ユーザへのＩＮＦＯ送出と対応するＧ状態は、ＮＴ１の状態と、またＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６１に

おける個別のディジタル伝送システムのＮＴ１とＬＴの状態遷移に依存する。

注３　タイマＴ２の説明はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０の表６－３の注２にある。

注４　早まった情報（ＩＮＦＯ４）の伝送を避けるための実現時のオプションとしてＤＳ状態遷移は、状

態を遷移する前に時間を置く。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０の表６－３に対する注４を参照。

注５　実現時のオプションとして、ＩＮＦＯ２はＤＳが双方向同期確立時のみ送出されうる。そのために

ＤＳ１.２状態においてＩＮＦＯ０が参照点Ｔのインタフェースを通して送出されユーザはＤＳが内

部状態Ｇ１であることを見いだす。

注６　網異常状態から回復出来ない網は、事象「アクセスディジタルセクション起動」が生じても、動作

を起こすことができず状態遷移できない。

網異常状態から回復できた網はＤＳ１.３状態に遷移できる。

注７　ＦＥ２はＦＥ１に対する応答として送ることはできない。
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付表Ｂ－２／ＪＴ－Ｇ９６０

(ITU-T G.960)
ET レイヤ１の状態遷移表（ET レイヤ１状態マシン）

状態番号 ET1.0 ET1.1 ET1.2 ET2.0 ET2.1
状態名

事象

アクセス

停止

T1 停止

アクセス

起動開始

T1 動作中

アクセス

起動中

T1 停止

アクセス

ループバック状態

T1 停止

ループバック

要求中

T1 動作中

PH-AR/
MPH-AR

T1 開始

FE1
ET1.1

－ MPH-AI
PH-AI
－

PH-DI
－

PH-DI
－

MPH-DR － T1 停止

FE5
ET1.0

PH-DI
FE5
ET1.0

FE5
ET1.0

｜

FE2 T1 開始

MPH-AWI
FE1(ｵﾌﾟｼｮﾝ)
ET1.1

MPH-AWI
－

MPH-AWI
－

/ －

タイマ T1
終了

  / MPH-EI
ET1.0

/ / MPH-EI
ET1.0

FE3 (注 2)
MPH-DSAI
－

MPH-DSAI
－

MPH-DSAI
－

継続検討中 継続検討中

FE4 (注 2)
MPH-AI
－

T1 停止

PH-AI
MPH-AI
ET1.2

－ 継続検討中 T1 停止

MPH-AI
ET2.0

FE6 MPH-DI
－

MPH-DI
－

MPH-DI
－

継続検討中 継続検討中

FE12
（注 4)

/ － MPH-EI
－

継続検討中 継続検討中

FE7 MPH-DI
－

MPH-DI
MPH-EI
T1 停止

FE5  (注 5)
ET1.0

MPH-DI
MPH-EI
FE5 （注 5)
ET1.0

継続検討中 継続検討中

MPH-L2AR T1 開始

FE8
ET2.1

｜ ｜ ｜ ｜

MPH-L1AR T1 開始

FE9
ET2.1

｜ ｜ ｜ ｜

MPH-L1AAR T1 開始

FE10
ET2.1

｜ ｜ ｜ ｜

MPH-DSAR
（注 1)

T1 開始

FE11
ET3.0

－ ｜ ｜ ｜

MPH-DSDR
（注 1)

(注 3)
FE5
－

－ ｜ FE5
ET1.0

｜
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付表Ｂ－２／ＪＴ－Ｇ９６０（続き）

(ITU-T G.960)
ET レイヤ１の状態遷移表（ET レイヤ１状態マシン）

状態番号 ET3.0 ET3.1 ET3.2 ET3.3
　状態名

事象

ｱｸｾｽﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾｸｼｮﾝ

起動開始

T1 動作中

ｱｸｾｽ起動状態

参照点Ｔの停止

T1 停止

ｱｸｾｽ起動状態

参照点Ｔの起動開始

T1 動作中

ｱｸｾｽ起動状態

参照点Ｔの起動状態

T1 停止

PH-AR/
MPH-AR

－ T1 開始

FE1
ET3.2

－ MPH-AI
PH-AI
－

MPH-DR － PH-DI
－

FE11
FE3.1

PH-DI
FE11
ET3.1

FE2 － T1 開始

MPH-AWI
FE1
ET3.2

MPH-AWI
－

MPH-AWI
－

タイマ T1
終了

MPH-EI
ET1.0

/ MPH-EI
ET3.1

/

FE3 T1 停止

MPH-DSAI
ET3.1

(注 2)
MPH-DSAI
－

－ MPH-DSAI

FE4 MPH-AI
－

(注 2)
MPH-AI
－

T1 停止

PH-AI
MPH-AI
ET3.3

－

FE6 － MPH-DI
－

MPH-DI
－

MPH-DI
－

FE7 MPH-DI
MPH-EI
T1 停止

FE5  (注 5)
ET1.0

MPH-DI
MPH-EI
FE5  (注 5)
ET1.0

MPH-DI
MPH-EI
T1 停止

FE5  (注 5)
ET1.0

MPH-DI
MPH-EI
FE5
ET1.0  (注 5)

FE12
（注 4)

－ － － MPH-EI
－

MPH-L2AR ｜ ｜ ｜ ｜

MPH-L1AR ｜ ｜ ｜ ｜

MPH-
L1AAR

｜ ｜ ｜ ｜

MPH-
DSAR
（注 1)

－ ｜ ｜ ｜

MPH-
DSDR
（注 1)

T1 停止

FE5
ET1.0

FE5
ET1.0

｜ ｜

付表Ｂ－２／ＪＴ－Ｇ９６０で使用されている記号を以下に示す。またタイマＴ１の説明は、ＴＴＣ標準

表６－３／ＪＴ－Ｉ４３０の注１に示す。

 「－」 状態変化無し、事象に係わらず動作せず。

 「／」 同位手順無し。あるいは内部事由により起こり得ない事象。

 「｜」 レイヤ１サービスの定義上、起こり得ない事象。

 「ＦＥ．．」 参照点Ｖ１を経由してＦＥ．．を発行する。

 「ＥＴａ.ｂ」 状態ＥＴａ.ｂへ遷移する。
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注１　プリミティブＭＰＨ－ＤＳＡＲ及びＭＰＨーＤＳＤＲは参照点Ｔが停止しているときのみ許可され

る。

システムマネジメントはこの要求を満足させなければならない。

注２　これらの事象は、アクセスディジタルセクションが適切な機能要素（ＦＥ３とＦＥ４）を用いてＥ

Ｔレイヤ１へタスクの完了を示すと同時にタイマＴ１が終了する時に起こる。これはアクセスディ

ジタルセクションにおける過度の遅延に起因する。

場合によっては、ＭＰＨ－ＥＩプリミティブで運ばれるであろうエラー表示に続けてユーザアクセ

スの状態をシステムマネジメントへ通知するために適切なプリミティブを発行することが有利とな

る。このことは、最適な回復手順を開始するための情報をシステムマネジメントへ与える。

注３　この事象は、タイマＴ１が終了しシステムマネジメントがＭＰＨ－ＥＩプリミティブを受信した結

果として停止を発動する場合に起こる。特にこの回復手順は過度の遅延があった場合に有利である。

（注２参照）

注４　機能要素ＦＥ１２は全ての網では使用されない。ＦＥ１２はＥＴ状態マシンに参照点Ｔのユーザ側

におけるＬＯＳ／ＬＦＡを表示する。

注５　これは、A.3.4 の (3)で定義した条件 (a)のための適切な反応である。条件 (b)の反応はＭＰＨ－Ｅ

Ｉ（状態遷移無し）である。
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付録 Ⅰ 用語

英            語 ＴＴＣ標準用語

activation 起動

basic rate access 基本アクセス

concentrator 集線装置

deactivation 停止

digital transmission system ディジタル伝送システム

direct access 直接アクセス

ET(exchange termination) ＥＴ（回線接続）

function element (FE) 機能要素（ＦＥ）

interface インタフェース

LT (line termination) ＬＴ（伝送路終端）

local exchange 加入者線交換機

loopback ループバック

multiplex equipment 多重化装置

NT (network termination) ＮＴ（網終端）

reference point 参照点

remote access 遠隔アクセス

TE (terminal equipment) ＴＥ（端末装置）

user-network interface ユーザ・網インタフェース

V1 reference point 参照点  Ｖ１
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細川　洋 東京電力㈱ (第六専門委員会副専門委員長)
原　博之 日本電信電話㈱ (Ｂ－ＩＳＤＮ特別専門委員長)
山崎　克之 国際電信電話㈱ (Ｂ－ＩＳＤＮ特別副専門委員長)
岡田　忠信 日本電信電話㈱ (ＵＰＴ特別専門委員長)
中島　昭久 NTT移動通信網㈱ (ＦＰＬＭＴＳ特別専門委員長)

第一専門委員

(ＪＴ－Ｇ９６０)
船引　裕司 国際電信電話㈱ 吉田　智明 ㈱東芝

松川　佳洋 東京通信ﾈｯﾄﾜｰｸ㈱ 小川　行雄 東洋通信機㈱

鈴木　求 日本国際通信㈱ 丹野　光一郎 日本 AT&T㈱
山本　俊次 日本テレコム㈱ 永渕　仁士 日本電気㈱

安藤　彰敏 日本電信電話㈱ 御園生純一 ㈱長谷川電機製作所

特 菅野　伸 日本電信電話㈱ 佐藤　栄裕 ㈱日立製作所

論手　素直 アンリツ㈱ 和仁　一夫 富士通㈱

橘　　祥啓 岩崎通信機㈱ 島田　裕一 富士通電装㈱

加藤　周平 沖電気工業㈱ 橋本　裕司 松下通信工業㈱

尾形　幸彦 キヤノン㈱ 長田　富夫 三菱電機㈱

花岡　宏美 京セラ㈱ 山田　裕一 ヤマハ㈱

仲林　次郎 シャープ㈱ 藤井　孝則 ㈱リコー

笹田　啓一郎 住友電気工業㈱ 森田　千三 (財)電気通信端末機器審査協会

大嶋　靖久 ㈱田村電機製作所　　(特別) 梶間　真 日本電信電話㈱



(ＳＷＧ１ 検討グループ)

＊ 委員 佐藤　栄裕 ㈱日立製作所

委員 船引　裕司 国際電信電話㈱

特別専門委員 加賀谷　誠 国際電信電話㈱

委員 松川　佳洋 東京通信ﾈｯﾄﾜｰｸ㈱

委員 鈴木　求 日本国際通信㈱

委員 山本　俊次 日本テレコム㈱

委員 安藤　彰敏 日本電信電話㈱

特別専門委員 橘　祥啓 岩崎通信機㈱

特別専門委員 小松　一俊 沖電気工業㈱

委員 小川　行雄 東洋通信機㈱

特別専門委員 門脇　真 日本電気㈱

委員 和仁　一夫 富士通㈱

委員 橋本　裕司 松下通信工業㈱

委員 吉村　博 三菱電機㈱

委員 山田　裕一 ヤマハ㈱


	　　



